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４月２９日（土）に、本年度最初の避難訓練を実施しました。「玄関前で警

備員が不審者を発見」という想定のもと、ロックダウンの全校避難訓練を実施

しました。目的は、不審者が侵入した時の安全確保の仕方、および、ロックダ

ウンの必要が生じた場合の行動のあり方を確認することです。各クラスでは、

子ども達に避難訓練をすることを予告し、事前指導したうえでの訓練でした。 

内容は、ロックダウンを知らせる全校一斉緊急放送を受けて、「①人員を確

認する。②入口の施錠を確認し、ブラインドを閉める。③照明を消し、廊下側のドア窓から見えないところで

床に伏せる。④指示があるまで教室内で静かに待機する。」というものでした。今回は避難訓練指示の放送後、

安全が確認されてロックダウンが解除されるまでの５分間、静かに避難できました。 

不審者侵入、火事や地震などの災害はいつ発生するかわかりません。いつ起きても冷静に・速やかに全員が

避難できるように、行動の仕方や避難経路について日頃から確認しておく事が大切です。 

本校では毎年、安全対策マニュアルを更新して緊急事態に備えています。その一部をお知らせいたします。 

１．安全対策マニュアル 

内容は、 Ⅰ緊急連絡及び緊急体制  Ⅱ事象別対応マニュアル  Ⅲ火災・地震避難マニュアル  

Ⅳ不審者対応マニュアル  Ⅴ安全当番実施要領  Ⅵ警備員実施要領  Ⅶ荒天時の休校措置 

の７項目で構成されています。 

２．不審者対応策                                                      

（１）学校入口の限定 

○学校入口は正面玄関一箇所のみとする。（他のドアは外部からは開きません。） 

○玄関から入って右側ドアは、緊急時のみの使用とする。（外部からは受付後カフェテリアを通って入る） 

（２）警備員配置              （３）安全当番による校内安全管理   

（４）教職員はＩＤカード 、 保護者は保護者パスカードを着用 

（５）緊急に備えたトランシーバ（校長・事務局・安全当番・警備員の連絡時に使用）、携帯電話の活用  

（６）校内放送の活用  (７)必要に応じ緊急対策会議・緊急対策チームによる、生徒の安全確保の検討 

３．安全対策の強化 

具体的には以下の内容に取り組んでいます。                  

（１）入校チｪックの強化 

・警備員が玄関正面で受付、保護者パスカードを確認 

・保護者パスカードを忘れた人にはＩＤを提示し記名していただく 

＊パスカードがないと入校できない場合もありますので、忘れずに持参してください。 

（２）授業中の教室施錠の徹底   

・本校では保護者による安全当番の方々のお陰で施錠が確実に行われています。 

（３）現地警察によるパトロールの実施強化 

・領事事務所のご尽力により、現在行われている土曜日の日本人学校周辺パトロ

ールを、より強化して頂くよう現地警察に要請しています。 

（４）他の現地校の情報収集に努め、近隣の学校で何かあった時に互いに連絡し合う体 

 制は整っています。 

（５）不審者対応などの避難訓練を年３回実施します。 

（６）様々な状況を想定し実践的な訓練を行い、身を守るための知識を理解させます。 
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  「座右の銘」    中学部３年    中 川  純 乃 
  私の座右の銘は、「勤倹力行」です。仕事に励み、つつましく、精一杯 

努力するという意味です。自己中心的で我儘。そう評価されている私には 

一見無縁の言葉のようにも思えます。確かに私は適当に生活していて、周 

りの人にも迷惑しかかけてないなと、自分で思うこともあります。しかし、 

達成したい目標や将来の夢などが特にない私にとって、この言葉は支えに 

なります。今、目の前にある何かを一生懸命やれば、それでいいと、そう 

思わせてくれます。この言葉を知ってから、私は、何事に対しても、でき 

る限りのことはしようと自分なりの努力はするようにしています。これからも、この「勤倹力行」と 

いう言葉を胸に、自分がやるべきこと、やらなければいけないことを、きちんとやっていきたいです。 

 

  「座右の銘について」  中学部３年  鄭   愛 里 
私が大切にしている言葉「雨が降らなければ虹は出ない」（ハワイのことわざ）です。小学校に入 

学する少し前から、父がこの言葉を虹を見るたびに、いつも話してくれました。もちろん私が小さい 

頃はその言葉の意味が良く分かっていませんでした。 

  私が小学一年生の頃、母が病気になりました。それからずっとお手伝いの人が家に来るようになり 

ました。母の病気は私にとって辛いものでしたが、お手伝いの人たちはみな優しくいい人でした。そ 

してその人達が私にとって虹のような存在です。 

  中学三年生になり、これまでより勉強が忙しくなり、人間関係も複雑に 

なってくると思いますが、頑張って良い結果を出したいと思っています。 

大変なことを乗り越えたら必ず虹が出ます。これからも雨の中でも頑張り 

工夫をして美しい虹を私の人生に輝かせていきたいです。 


